
建材情報交流会 －建築材料から「環境」を考える－

第２８回 建材情報交流会（平成２１年１０月２０日）

環境と省エネ“住まいの快適設計とエネルギー”

「住宅向け高効率設備の最新傾向」「住宅向け高効率設備の最新傾向」

ダイキン工業㈱
空調営業本部 カスタマーサポートセンター
環境サポートグループ 武内 伸勝
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住空間に求められる室内環境住空間に求められる室内環境

≪空調の４要素（温度・湿度・気流・清浄）≫をコントロールする

【夏期】除湿による、マイルド健康冷房
（冷え症、冷風による体調不良防止）

【冬期】加湿による、保湿暖房

⇒喉、肌への潤い
（肌の乾燥防止、ウィルスによる感染防止）

【年間】温湿度バリアフリー

人の健康
（安心・快適）

『快適性』と『省エネ性』の両立

温度

湿度

■社会動向

【夏期】除湿によるカビ対策

【冬期】加湿による、建材や壁紙のワレ・剥がれ防止

【気流】空気溜りの防止（温湿度の均一化）

⇒冬場の結露防止

家の健康
（長持ち）

【燃焼レス】ヒートポンプ暖房
【手間いらず】フィルター自動お掃除機能

セルフウォッシュ熱交換器

【省エネ】インバーター技術、ヒートポンプ技術
体感温度制御（温度＋湿度）

気流

安全・安心
清浄

省
エ
ネ

快
適
性

高効率●省ＣＯ２

●燃焼機器への不安

●原油価格の上昇

●住宅性能の向上

省エネ・環境
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省エネ省エネ((環境性環境性))と快適の両立を目指してと快適の両立を目指して

換気

浴室エアコン
（調湿付）

床暖房

貯
湯
タ
ン
ク

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯

オール電化 快適環境

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ床暖房

省エネ

ヒートポンプ床暖房

●省エネ、輻射暖房

ヒートポンプ技術で快適＆省エネを目指す

全館換気ｼｽﾃﾑ

●光触媒技術
脱臭・除菌・抗ｳｨﾙｽ

●省エネ（全熱交）

空気清浄・脱臭・除菌

●ｽﾄﾘｰﾏ技術
脱臭・除菌・抗ｳｨﾙｽ

●光触媒技術
脱臭・除菌・抗ｳｨﾙｽ

自然冷媒ヒートポンプ給湯機
壁掛形、床置形

調湿エアコン

●給湯技術
省ｴﾈ技術、制御技術

●排熱回収・利用技術
蓄熱床暖房、排熱冷房

●冷温水利用（冷暖房）

床置形

壁掛形

●調湿技術
加湿：ﾃﾞｼｶﾝﾄﾛｰﾀｰ
除湿：冷媒再加熱方式

●気流技術

４方気流
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気流技術の展開気流技術の展開気流技術の展開気流技術の展開
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（ 2009年3月 当社調べ、Ｎ＝全国の既婚者300名 ）

風が体に
当たって不快

５７％

肌が乾燥する

５４％
部屋の中に

温度ムラができる

６２％

風 乾燥 温度 電気代 操作 清潔

７９％
電気代が気になる 操作が複雑

１６％ ７７％
掃除が面倒

エアコンへの不満

市場背景市場背景

エアコンのぬるい

温風が不快

ウィルス・菌による
風邪が心配

部屋の隅まで
気流が届かない

６４％

喉が乾燥する

５７％

４２％
解決すべきこと 解 決 済 み

冷暖房の
スピードが遅い

５７％ ７３％

実際の電気代が
わからない

多機能を
使いこなせない

２３％ ７０％

カビ・ダニ・
アレルゲンが

気になる

「風」「乾燥」「温度」の３つのストレスに注目しました

温まり方が遅い
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【 お客様の声 】※弊社コールセンター入電情報より

・「部屋の隅に設置しても、むらなく空調したい。」

・「生活にあわせて、エアコンの風を右だけ、

左だけに切り替えたい。」

等

●エアコンの設置場所

部屋の隅

８４％

中央
１６％

※2008年10月 当社調べ

エアコンの設置場所の実態

■８割以上が隅に設置！

市場背景市場背景

８４％ ※2008年10月 当社調べ
（Ｎ＝リビング2060室） 温度ムラが発生しやすい部屋隅設置が多い

正方形

１９％

長方形
短手側

３２％
Ｌ字形
長手側

１０％

Ｌ字形
短手側

３％

長方形 長手側

２０％

部屋の形状も様々

設置場所、部屋の形状にかかわらず、ムラなく空気を送ることが求められています。
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湿 度 気 流

■唯一空気調和の４要素を高い次元でコントロールする理想のエアコン

●ワイドルーバー

●冷房除湿／再熱除湿／給気除湿 自動切換

●うるおい加湿

●快眠運転

●へや乾し乾燥機能

●４方気流

●ロング気流＆ワイド気流

●ビックフラップ

エアコンエアコン 商品コンセプト商品コンセプト

●体感温度制御（加湿暖房）

●無給水加湿
美肌運転

空気調和の４要素空気調和の４要素

温 度 清浄・清潔

●ワイドルーバー

●快眠運転

「うるおい加湿」と「4方気流」の相乗効果でさらにパワーアップ！

●快眠運転

●パワフル暖房

●脱臭

●１０年ごみ捨て不要 フィルター自動お掃除機能

●フッ素コーティングフィルター

●セルフウォッシュ熱交換器

●内部クリーン（セルフクリーン換気）

●カビショック運転●空気清浄

●最適温度分布（温度ムラ解消）
●スピード冷暖房
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●横吹出し口

左右からも気流を吹き出し、
部屋全体を包み込む気流を実現。

気流技術の紹介（４方向気流）気流技術の紹介（４方向気流）

●無風感気流

冷房時 暖房時

吹出口正面から吹き出す気流をビック
フラップで遮り、風が当たらない空間を実現！

●従来の快適気流

暖気を真下に吹き下ろし、
足元を暖める気流。

冷気が人に直接当たらない
ようにすくい上げる気流。

再熱除湿時 新気流

部屋全体を包み込む気流を実現。
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４方気流 ■ 風を感じない「風ストレスフリー」空間を実現！

従来

新機能

冷房時 暖房時 再熱除湿時

４方向気流の有効性４方向気流の有効性

４方気流で快適性と省エネ性を向上

新機能

部屋全体を包み込む

「４方気流」で実現できること

風ストレスフリー
・「温度ムラ」・・・より風が当たらず、温度ムラがない快適な空間！

・「快適スピード」・・・新気流で部屋中をすばやく快適にする気流！

・「省エネ性」・・・包み込む気流で省エネ性アップ！

・「風エリア」・・・部屋に合わせて最適な気流を設定できます！

部屋の壁や床を暖めながら立ち上がり
放射による熱で暖房をサポートします。
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快適エリア拡大
■包み込む気流「４方気流」で快適性と省エネ性を向上

従来モデル 新モデル

部屋全体が均一に温まる

★ ★

【運転開始時の温度分布】 【約４５分目の温度分布】

エアコン
エアコン エアコン

31℃

25℃ 部屋の隅は温度ムラができて寒い

外気温２℃、室温２℃から暖房運転をスタート
部屋全体が快適温度（22℃）に到達するまでの時間を比較

試験
内容

気流制御による快適性と省エネ性気流制御による快適性と省エネ性

★ ★

約１時間後に、やっと部屋全体が
快適温度（22℃）に到達

スピード 消費電力量

従来エアコン 約60分 0.219kWh

新エアコン 約45分 0.166kWh

●「★地点」が22℃になるまでの、スピード、消費電力量比較

約２０％
省エネ

20.4℃ 22.0
℃

エアコン エアコン

約４５分後

0℃

19℃

12℃

6℃

快適スピード

約２５％（約15分）アップ
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調湿技術の展開調湿技術の展開調湿技術の展開調湿技術の展開
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ウイルス活動の抑制

加湿することでウイルスの活動しにくい環境をつくる

■相対湿度とウイルス死滅率の関係

冬場にインフルエンザが流行する理由は、空気の乾燥が原因です。
インフルエンザなどのウイルスは湿度が低くなると活動が活発にな
り、逆に湿度が高くなると弱って死滅していきます。

加 湿 湿度制御による体感温度評価

気温25℃
湿度20％
気流あり

通常暖房

湿度コントロールの重要性湿度コントロールの重要性((加湿加湿))

のど・鼻の粘膜保護

菌・ウイルスの体内への侵入を防ぐために、のど・鼻の粘
膜をうるおして保護します

■相対湿度とウイルス死滅率の関係

気温22℃
湿度50％
気流なし

加湿暖房

室温低めでも、暖かさは同じ
ＰＭＶは同値

ｴｱｺﾝ電気代は

最大20%省ｴﾈ
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居室面積：120ｍ2
天井高さ：２．４m

室内：22℃／50%RH
（絶対湿度：8.26g/kg)

室外：5℃／60%RH
（絶対湿度：3.27g/kg)

換気による排湿量
1224g/h（初期3時間平均）

室内発湿量：375g/h

発湿量（一日あたり） 備　　考
人　　体 1.5kg/人・日
炊　　事 2.0kg レンジフードで処理
家　　事 1.0kg
洗　　濯 0.5kg

・住宅内発湿の目安

2424時間換気の弊害時間換気の弊害

外気導入による流入湿量
595g/h

室内発湿量：375g/h 洗濯・乾燥 1.5kg
入　　浴 2.0kg 浴室換気扇で処理

合計（4人の場合） 9.0kg/日 375g/h

１時間

43.1%RH

２時間

39.5%RH

５時間

35.0%RH
・・・

１２時間

34.5%RH
・・・

経過時間

相対湿度

当初

50%RH

・室内温度：２２℃
・換気回数：０．５回/ｈ
・建築材料等からの発湿は考慮していません特に冬季の過乾燥
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無給水だから給水の手間いらず

加湿のしくみ

デシカントエレメント

デシカント式加湿デシカント式加湿

加湿（ゼオライト）ロータ

２００８年 ＮＥＷ！

外気から水分
を気体のまま
取り入れ

細孔内に水分子を
取り込む

水分を温風にのせて
室内に送る
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除湿によるカビの繁殖活動の抑制

除湿することでカビの繁殖しにくい環境をつくる

カビの繁殖条件は、基本的に高温・多湿。

除湿機能により、湿度を下げることで、繁殖しにくい環境をつくり
ます。

●温度

除 湿

家具の裏にカビが発生

・建物への影響

湿度コントロールの重要性湿度コントロールの重要性((除湿除湿))

●温度

５～３５℃前後で繁殖。２０℃を超えると急に活気づき、２８℃前後で
一番繁殖します。
●湿度
湿度６０％以上で繁殖。８０％を超えると猛烈な勢いで繁殖。

結露により建材(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ)が傷む
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最新除湿方式

※室外温度/室内温度/湿度．．．等、空気の状態を
センシングして除湿サイクルをかしこく切換えます。

室
内
温
度

■除湿方式を自動切換えで常に快適環境！

■シーンにあわせてユーザーが手動切替

たとえば

鍋物の湿気が気になる時

乾いた外気を取り入れて湿度を下げる

給気除湿

冬でも除湿したい時

たとえば

梅雨・夏の夜間

室温はそのままで湿度だけを下げる

再熱除湿

除湿すると肌寒く感じる時期

たとえば

真 夏

温度も湿度も下げる

冷房除湿

除湿だけでは暑く感じる時期

除湿冷房運転
適性エリア

-２０℃でも除湿が可能。

30℃

室外温度約27℃

給気除湿運転
適性エリア

再熱除湿
適性エリア

除湿冷房運転
適性エリア

自動で切換え

いつでもさらさら除湿

約18℃約-20℃
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調湿と気流技術の融合調湿と気流技術の融合
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体感温度［Ｔｍ］、気温［ｔ］、湿度［ｈ］

●ミスナール体感温度

■湿度コントロールすれば、冷やし過ぎなくても快適

湿度・気流のコントロールと体感温度

設定温度２８℃でも湿度５０％なら・・・

体感温度 ２５．７℃
ポイント

加湿と気流の相乗効果

（設
定
温
度
）

（湿
度）

●体感温度一覧表

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

28℃ 22.5 23.3 24.1 24.9 25.7 26.4 27.2 28.0 28.8

26℃ 21.1 21.8 22.5 23.2 23.9 24.6 25.3 26.0 26.7

25℃ 20.4 21.1 21.7 22.4 23.0 23.7 24.3 25.0 25.7

22℃ 18.3 18.9 19.4 19.9 20.4 21.0 21.5 22.0 22.5

20℃ 17.0 17.4 17.8 18.3 18.7 19.1 19.6 20.0 20.4

体感温度は、なんと２５．７℃
ポイント
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19.0

21.0

23.0

25.0

27.0

29.0

28℃

26℃

25℃

22℃

20℃

体
感
温
度

(℃
)

●湿度と体感温度

１０℃、５０％の部屋を暖房すると２５℃、２０％となり、

体感温度は２１℃。乾燥して肌や喉も乾燥し、

さらに体感温度も低いので肌寒く、非常に不快！

ダイキン独自の加湿機能は、

【エアコンの致命的な欠点は、暖房時の乾燥】

湿度・気流のコントロールと体感温度

加湿と気流の相乗効果

15.0

17.0

19.0

10 20 30 40 50 60 70 80 90 湿度（％）

20℃

暖房時のお悩み解決の決め手になります！

●リンケ体感温度
風速が1m/s増すごとに体感

温度は約1℃ずつ低くなります！体感温度［Ｔｌ］、気温［t］、風速［ｖ］

ポイント

湿度と気流をコントロールすれば快適さは段違い！

それだけでなく、温度は控え目にしても快適なのでとっても省エネ！

■自然なリズムの風で更に快適に！
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●目尻のシワが低減●保湿力アップ
※顔面像撮影装置VISIAにより、

シワを判定肌の水分減少率 【頬部】

９０

１００

従来モデル 従
来

美肌

気流とお肌の関係

■４方気流で風を当てないから、お肌のうるおいを逃がしません。

０

６０

７０

９０

８０

水
分
減
少
率
（％
）

０分 １０分 ２０分

新モデル

従
来
モ
デ
ル

新
モ
デ
ル

乾燥によりシワが
たくさんある

シワが少ない
わずか10分で
お肌の潤いに差あり

＜試験条件＞
肌の乾燥が気になる40歳代女性6名
洗顔後①②の部屋に在室し
肌・口唇水分量の変化を測定。

①4方気流：
温度22℃湿度50％気流0.1m/s

②従来エアコン：
温度22℃湿度50％気流0.5m/s

＜試験機関＞
ニコダームリサーチ（株）
＜報告書No.＞
NDR-CO-09040601
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ダイキン独自の加湿技術がつくり
出すピュアなナノレベルの粒子。
上質なうるおいをお肌へ届け、給水
が不要なので手間もかかりません。

しかも空気の状態で屋外から室内へ
運ぶので、水を使わず清潔です。

気流とお肌の関係

■加湿でお肌にうるおいを与えます

うるおいがお肌をしっかりと包む
“うるおい美肌”空間へ

「加湿暖房運転」では、
暖房しながらお肌に
水分をしっかり補給。

運ぶので、水を使わず清潔です。
水分をしっかり補給。
しっとりみずみずしい
お肌心地を叶えます。

●加湿運転による肌のうるおい効果

シワが深く
目立った状態

「通常の暖房運転」

お肌のキメが
整った状態

「加湿暖房運転」

肌水分量(μＳ)

0

80

40

60

20

1時間で肌水分量にこれだけの差が！

加湿あり

加湿なし

室内粒子

スチーム式との粒径比較

外気水分を
ナノレベルの
粒子にして

室内へ

25℃30％ 25℃50％
被験者：
乾燥肌の３０代主婦８名
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■「４方気流」と「うるおい加湿」の相乗効果でお肌にやさしい快適空間を実現！

加湿（ゼオライト）ロータ

包み込む気流

加湿と気流の相乗効果加湿と気流の相乗効果

うるおい加湿
うるおい加湿・無給水加湿

室内粒子

スチーム式との粒径比較

部屋全体にうるおい空気をお届け

加湿器（気化式、加熱
気化式）と違って

無給水だから
給水の手間いらず！

お肌にやさしいうるおいを与えるたっぷり加湿

・「体にやさしい空間」・・・加湿と気流で快適空間づくり！

・「美肌保湿運転」・・・お肌がしっとりうるおう運転モード！

外気水分を
ナノレベルの
粒子にして

室内へ

外気から水分を気体の

まま取り入れて清潔

水分を温風に
のせて室内へ
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冷房でお肌が乾燥 暖房でお肌が乾燥夏 冬

美肌保湿運転
湿度コントロール技術気流コントロール技術

美肌保湿運転美肌保湿運転

■肌の乾燥を加湿と気流の２つの技術搭載で解決！

うるおい加湿

冷房でお肌が乾燥 暖房でお肌が乾燥夏 冬

美肌運転①：湿度高めにキープした冷房運転

美肌運転②：風を直接体に当てずに乾燥防止！

美肌運転①：加湿でうるおい！

美肌運転②：風を直接体に当てずに乾燥防止！

湿度
％

周
波
数美肌暖房60％

加湿暖房45～55％

室内湿度
室内ファンの回転数

・湿度60％程度にする運転です。

・通常の加湿暖房よりもさらにうるおった空間をつくります。

湿度を６０％に

美肌暖房の湿度

湿度
％

周
波
数

美肌冷房65％

除湿冷房50～
60％

室内湿度

室内ファンの回転数

・湿度65％程度にする運転です。

・通常の除湿冷房よりも乾燥に気をはらった空間をつくります。

湿度を６５％に

美肌冷房の湿度

時間時間
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ヒートポンプ技術の展開ヒートポンプ技術の展開ヒートポンプ技術の展開ヒートポンプ技術の展開
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エコキュートの業界推移

■台数は伸びているが、
家庭用給湯機の中での構成は１１％で
まだまだ拡大の可能性がある

153 200
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販
売

台
数

 (
万

台
)

385387382375366

家庭用給湯機の業界推移

市場動向①～エコキュート～市場動向①～エコキュート～

●環境性に優れたエコキュート市場は堅調に拡大

160

財）日本冷凍空調工業会
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台
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給湯機別構成比 2007年度

ガス給湯機
70％

石油給湯機
13％

電気温水機
6％

エコキュート
11％

※当社調べ

エコキュート

電気温水機

石油給湯機

ガス給湯機

140
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新規オール電化住宅戸数の推移

家庭用全給湯機の新築既築比率

[07年度]

エコキュートの新築既築比率

[07年度]

新築新築 27%27%

既築既築 73%73%

市場動向②～オール電化住宅～市場動向②～オール電化住宅～
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59

46
42
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■オール電化住宅は安心･安全･快適切り口に着実に伸びている

今後もエコキュートの普及が進むと考えられる

■エコキュートの既築市場も拡大しているが、他の給湯に比べ

構成が低い ⇒既築リフォーム電温の更新需要

※当社調べ

[07年度]

新築新築 54%54%
既築既築 46%46%

※当社調べ
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家庭用エコキュートの家庭用エコキュートのCOPCOP推移推移

約１．７倍

５．０
370㍑用

2001年ヒートポンプ
給湯器市場投入

■さまざまな要素技術の改善の積み重ねにより、省エネ性（COP）が

ここ数年で大幅に向上

０．８５ ０．９５

２００４年

３．０

２００１年 ２００９年（※）

(4.5kW機)
給湯器市場投入

定格COP

燃焼式給湯器の
効率推移 出典）図解 ヒートポンプ オーム社 （一部加筆）

※２００７年よりエコキュートはAPFにて表示することとなっているが
経年比較のため定格COPにて比較した。



省エネ性向上の技術（エコキュート）省エネ性向上の技術（エコキュート）

省エネ性向上を支える先進技術の一例

ディンプルありディンプルあり
HiHi--スマートディンプル管スマートディンプル管

溝付溝付､､ディンプルありディンプルあり
新新HiHi--スマートディンプル管スマートディンプル管

■管の内面に溝を付けて攪拌

◆新Ｈｉースマートディンプル水熱交換器

＝回転数×シリンダーボリュームシリンダーボリューム冷媒
循環量

拡大

■より低い回転数（省エネ）で冷媒循環量を確保! 

◆新型スイング圧縮機搭載

■管の内面に溝を付けて攪拌
促進させることで､効率UP

■コイルを分布巻きから集中巻きへ

分布巻き（従来
機）

集中巻き

コイルから発生する

熱ロスを低減冷媒配管フィン

形状改良（鋭角）
⇒伝熱面積UP

◆高効率ＤＣファンモーター搭載
◆空気熱交伝熱面積アップ

お湯でなく水を排出で熱ロス削減

◆排水配管構造変更

◆タンク保温性能アップ
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ヒートポンプ式温水床暖房ヒートポンプ式温水床暖房

ヒートポンプ式温水床暖房エアコン（暖房）

床暖房パネルに送る

温水を効率よくつくる

床暖房ユニット

ヒートポンプの

心臓部分

室外機

床暖房パネルと室外機を

接続し温水を循環させる

温水配管

温水配管を埋設／

温水により床を暖める

床暖房パネル

ヒートポンプ式温水床暖房を

構成するシステム
熱をつくる原理はエアコンの

暖房サイクルと同じ

二層管内で冷媒と水を

逆方向に流し冷媒の熱を

水に伝え温水をつくります。
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ストリーマ技術の展開ストリーマ技術の展開ストリーマ技術の展開ストリーマ技術の展開
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ストリーマ放電技術とはストリーマ放電技術とは

プラズマ放電の一種で、一般的なグロー放電と比べて、同じ電力あたりの分解能力

（酸化力）が１０００倍 以上もある、 強力な分解力 を持つダイキン独自開発の技術です。

＜放電方法と特長の比較＞

放電形状
ﾌﾟﾗｽﾞﾏ
領域

分解力
（酸化力）

ストリーマ
放電

広い 1000倍

ストリーマ放電が、高い分解性能

を持つのは、酸化力の高い

活性種 を、３次元的に広範囲に

発生させることができるからです。放電

３次元空間で酸化分解

バリア
放電

電極表面のみで放電し、
空間では放電しない

250倍

グロー
放電

電極先端のみで放電し、
空間では放電しない

狭い 1

高速電子 発生領域

＜ストリーマ放電＞

発生させることができるからです。
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｢｢光速ストリーマ」と光速ストリーマ」と活性種の関係活性種の関係

※実際に高温になるわけではありません。

ストリーマ放電

高速電子
の放出

空気中の窒素や
酸素と衝突・合体

より強力な
活性種に変化！

光速ストリーマ
の仕組み

■ １００，０００℃相当の熱エネルギーに匹敵する酸化分解力！

ダイキン特許

秒速２，０００ｋｍ相当の

高速電子をぶつけることで、

悪臭成分や科学物質を分解！

ニオイ分子（アンモニア）などが
窒素と水に分解され、ニオイがなくなります
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ストリーマを搭載した家庭用空気清浄機の構成ストリーマを搭載した家庭用空気清浄機の構成

電撃ストリーマユニット
強力な分解力を持つ高速電子を吹流し状に放出

プレフィルタ
大きなホコリをキャッチ
細菌やアレル物質を
ストリーマで分解

プラズマイオン化部

ホコリや花粉をプラス
に帯電

静電集塵フィルタ

プラスに帯電したホコリ
や花粉をマイナスに帯
電したフィルタで吸着

光触媒＆ストリーマ脱臭触媒

光触媒チタンアパタイトと脱臭触
媒がホルムアルデヒドやニオイを
分解

集塵 除菌 集塵 除菌
脱臭 除菌 有害ガス分解
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加湿空気清浄機 空気清浄機

ストリーマを搭載した商品群ストリーマを搭載した商品群

空気清浄機で培った技術を
エアコンにも搭載！ストリーマ技術

除加湿空気清浄機

電極ユニット ストリーマー放電

除菌フィルター

プレフィルター
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住宅事業建築主の判断基準住宅事業建築主の判断基準

登録建築物調査機関の評価を
受けた上で表示する場合

省エネラベル

年150戸以上の特定住宅（建売戸建住宅）を供給する事業者に対して

１．その年に供給した建売戸建住宅の基準達成率等について報告義務。

２．全体の平均省エネ性能が１００％満たさず、省エネ性能の向上を

行う必要があると判断された場合、｢勧告｣、「公表」、「命令」の措置

３．住宅の省エネ性能表示（省エネラベル）による

情報提供の努力義務

【注文住宅】
施主が住宅の性能を決定

【新築戸建住宅】

【建売分譲住宅】
建売住宅分譲業者が住宅の性能を決定

建築主の判断基準

（新設）住宅事業建築主の
判断基準

対象となる戸建分譲住宅への 省エネ設備の導入が必須省エネ設備の導入が必須

受けた上で表示する場合

建売住宅も
義務化の対象
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ご清聴ありがとうございました

35


